
土坑 (SK2081)

位置 10区  LocoD 2 8Ⅱ S2

平面形 精円形

土層 16層 (焼土、炭化物を含み

複雑な堆積状況を示す。)

遺物出土状況 覆土から土器が出

土している。図示できた土器は、

甕、紡錘車の 3点である。

時期 弥生時代中期前半

1  1こぶい費掲色  10YR5/3
2  1こぶし`黄掲色  10YR5/4
3 掲色       10YR4/4
4 責褐色      10YR5/6
5  にらミぃ費褐色  10YR5/4
6  `こぶい黄掲色  10YR5/3
7  `こ心ミしヽョ子宰島色  10YR4/3

8  にハヾい責掲色  10YR5/4
9  褐色       ア.5Y4/3
10 掲色       10YR4/4
11 1こぶい責褐色  10YR4/3
12 暗褐色     10YR3/4
13 にぶい責褐色  10YR4/3
14 葬尋モヨ       10YR4/4
15 にぶい責掲色  10YR5/4
16 にハミぃ費褐色  10YR4/3

第318図

粘質土   (1.Ocm程 度 の炭化 物 を微 量含 む。)
粕 質土   (1.Ocm程 度 の炭 化物 を微 量含 む。)
粘 質土   (0.3～ 1.Ocm程 度 の炭 化物 を含 む。)
粘 質土

粘 質土   (0.3cm程 度 の炭 化 物 を含 む。)
粘 質土   (0.2cm程 度 の炭化 物 を含 む。)
粘 質土    (0.2～ 1.Ocmの 炭化物 を多 量 に含 む。 1.0～ 1.5cmの

焼 土 ブロ ック を含 む。)

粘質 土   (炭 化 物 、焼 上 をご く微 量含 む。)
粘質 土   (や や赤 味 を帯 び る。)
粘質 土   (0.5～ 1.Ocm程 度 の炭化 物 をご く微 量含 む。)
粘質 土   (焼 土 をご く微 量含 む。)
粘 質土   (1.Ocm程 度 の炭 化物 、焼上 を合 む。)
粘 質土   (1.Ocm程 度 の炭 化物 、焼 上 をご く微 量合 む。)
粘 質土    (0.3～ 0.5cmの 炭 化 4勿 を含 む。)
粘 質土   (0.3cm程 度 の炭化 物 をご く微 量含 む。)
粘性砂 質土 (0.3cm程度 の炭 化 物 をご く微 量合 む。)

SK2081平 。断面図 (S=1/25)

℃阻①
''               1032

第319図  SK2081出 土土器
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赳ヽ』」fI〉1。35

0               10cm

第321図 SK2084出 土土器

1 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質±  4 オリーブ掲色 2.5Y73 粘質土
2 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質±  5 掲色     2.5Y5/3 粘質土
3 掲色     10YR4/4 粘質土

第320図 SK2084平・断面図 (S=1/25)

上坑 (SK2084)

位置 10区 Loc.D2 81・ Ⅱ S20～ 1

土層 5層

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土している。図示できた土器は、甕底部の 3点である。一方、

石器は、石鏃が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半

土坑 (SK2085)

位置 10区 Loc.D2 81・ Ⅱ S20～ 1

土層 2層

遺物出土状況 覆土から石器が出上している。

時期 弥生時代中期後半

土坑 (SK2087)

位置 10区 Loc.D2 cl s19

土層 3層

遺物出土状況 覆土から土器が出土している。

時期 弥生時代中期末～後期初頭

Ａ
Ｈ

川

日
―Ｉ

Ｖ

一

司

Ｍ

Ⅲ

ＩＩ‐

――Ｉ

Ｖ

◆             S448

0                      5cm

第322図 SK2084出土石器

平面形 楕円形

平面形 不整形

図示できた石器は、敲石 。磨石が 1点である。

平面形 長方形

図示できた土器は、甕と高杯の 2点である。

◆
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0                1m
i            l

よ瑯難 1群聯 織 性1朧8隅を維 郷
第323図 SK2085平・断面図 (S=1/25)

Ⅷ

―   騨
～

m

第324図 SK2085出土石器
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〆

饒 ＼   1  /翔

にぼ卜蚕梱雹穂導覗佑雑詈圭性潔瑠瑯
勒搬量含り

|にぶい黄構色 10YR6/4 粘質主

第325図 SK2087平 `断面図 lS=1/25)

0         106面

―

第326図 SK2087出土土器

第328図 SK2089出土石器

1 にぶい責褐色 10YR5/4 砂質土
2褐色    10YR4/4粘 性砂質土
3 にぶじ―ヽ責掲色 10YR5/3 粕質土
4 オリープ褐色 2.5Y4/3 祐質土
5 掲色     10YR4/6砂質土

4327図 SK2089平・断面図

鉄化物を含む。)

(Sと 1/25)

土坑 tSK2089)

位置 10区 Loc,D2 C.I St19～20   平面形1 楕円形
土層 5層

遺物出上状況 覆土から1石器が出上している。図示できた1石器は、

時期 弥生時代―申期後半

S450

-243-
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階 039

0               10cm

第330図  SK2091出 土土器

0            50cm
I              I

1 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘質土
2 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
(0.3～ 1.5cm程度の炭化物を少量含む。暗掲色粘質上のブロックを含む。)
3 にぶい黄掲色 10YR4/3 粘質土
4 掲色     10YR4/4 粘質土

第329図 SK2091平・断面図 (S=1/25)

土坑 (SK2091)

位置 10区 Loc.D2 81 t19   平面形 長方形
土層 4層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器と石器が出土している。
けである。一方、石器は、敲石が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半

0。
ｌ

　

　

　

ｍ

Ｓ

　

　

　

ｌ

第331図  SK2091出土石器

図示できた土器は、甕底部の 1点だ

土坑 (SK2092)

位置 10区 Loc.D2 cl t19   平面形 長方形
土層 5層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土している。図示できた土器は、奏底部の 1点だけであ
る。

時期 弥生時代中期末～後期初頭

上坑 (SK2093)

位置 10区 Loc.D2 81 t19   平面形 楕円形
土層 3層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。図示できた土器は、高杯の 1点だけである。
時期 弥生時代中期末～後期初頭
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1 にぶい費褐色
2 籠
1 にぶい黄掲色
4 髄
5 オリーブ褐色

第332図

仰

4338図 SK2092出土1土器

0          10cm
|

第335図 SK2093-出土土器

10YR5/4 粘算土

期 議洋詠!鏑擁釘
切

SK2092平・断面図 (S圭1/251

ぢ―識醒魯協導戦急薙暮圭
E にぷい黄栂色 10YR5/4 議質土

第334図 SK2093平・断面図 (S=1/25)
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ｍ
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第336図 SK2094平・断面図 (S=1/25)

第337図 SK2094出 土土器

土坑 (SK2094)

位置 10区 Loc.D2 εⅡ t2   平面形 不整形

土層 不明

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土している。図示できた土器は、重、甕の 4点である。

時期 弥生時代中期後半
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―

下

L8150m
A

0            500m
i            I

〆

第339図 SK2098出土上器
1 褐色 10YR74粘買±  2 1こ ぷい資掲色 10YR5/4 粘質土

第338図 SK2098平・断面図 (S-1/25)

土坑 (SK2∞ 3)

位置 10区 LoαE 2 αl a19～ 20 平面形 長方形
土層 2層

遺物出土状況 覆1土からわずかな量の上器が出土している。図示できた土器は、養の1点だけである。
時期 弥生時代中期前半

0            50cm
I            I

0               10cm

第341図 SK2099出土上器

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘質土
2 費褐色    10YR5/6 粘質土
3 黄掲色    2.5Y5/4 粘性砂質土

第340図 SK2099平・断面図 (S=1/25)

土航 (SK2099)

位置 10区 LocE 2 αⅡ ab l～ 2 平画形 楕円形

土層 3層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出土している。図示できた土器は、1萎の1点だけである。
1時期 弥生時代中期後半
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＼

下

L=860m                ___
A      l                   A′

にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質±  2 オリーブ掲色 2.5Y4/6 砂質土

第342図 SK2100平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
i              l

0            50cm
i              l

にぶい責掲色 10YR4/3 粘質土 (炭化物、土器片を含む。)
オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘質土 (0.2cm程 度の炭化物を含む。)
掲色     10YR4/4 粘質土 (0.2cm程 度の炭化物を合む。)

第344図 SK2102平・断面図 (S=1/25)

土坑 (SK2100)

位置 10区 Loc,E2 αⅡ bl

平面形 楕円形

土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土し
ている。図示できた土器は、重の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

0         _型 学m

第343図 SK2100出 土土器

土坑 (SK2102)

位置 10区 Loc.E2 α l b19

平面形 不整な楕円形

土層 4層

遺物出土状況 覆土から土器が出土している。図示

できた土器は、壷、甕、高杯、器台の 9点である。

時期 弥生時代中期末～後期初頭
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4

55

第345図  SK2102出 土土器

―

―

0            50cm
l              l

第346図  SK2106平 。断面図 (S=1/25)

土坑 (SK2106)

位置 10区 Loc.E2 αl cd20   平面形 円形

土層 不明

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。

時期 弥生時代中期後半

0                                  20cm

8

第347図 SK2106出 土土器
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図示できた土器は、甕の 1点である。



1

2

3

4

第348図

土坑 (SK2107)

0            50cm
I            I

褐●     10YR4/4 粘質土
オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘質土
にぶい責褐色 10YR73 粘質土
にぶい黄掲色 10YR73 粘質土

SK2107平・断面図 (S=1/25)

0               10cm

第349図 SK2107出土土器

位置 10区  LocoE 2 α l d20 平面形 楕円形   土層 4層
遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出上している。図示できた土器は、高杯の 1点だけである。
時期 弥生時代中期後半

1063
0                                  20cm

第350図 SK2108出 土土器
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第351図 SK2108平 。断面図 (S=1/25)

S452

0                      10cm

第352図 SK2108出 土石器

土坑 (SK2108)

位置 10区 Loc.E2 αl f15   平面形 楕円形

土層 不明

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土している。図示できた土器は、壺、甕の 5点である。一方、

石器は、敲石が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半
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土坑 (SK2109)

位置 10区 LocD 2 εl t18～ 19

平面形 楕円形
土層 3層

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出土

している。遺物出土状況図にあるように、

土坑中央部で土器は、細かな破片の状態で

出土している。図示できた土器は、壼、甕、

高杯の16点である。一方、石器は、敲石・

磨石と砥石が 2点図示できた。

時期 弥生時代中期後半
L=880m
A 〆

１

２

３

図３５３第

にぶい責掲色 10YR4/3 粘質土
にぶい黄褐色 10YR5/3 粘質土
にぶい責橙色 10YR6/4 粘性砂質土

SK2109平・断面図 (S=1/25)

肉

脚

帥

鰍

闇

圃

輔

躙

懸

熱
鶴

総

酬

印

帥

脚

醐

櫻

第354図 SK2109出 土石器

彎

凱
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第355図 SK2109出土土器 (1)
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1078

第356図 SK2109出 土土器 (2)
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＼⑧下
0            50cm
i              I

い 3,90m
A

1 黄褐色 2.5Y5/3 粘性砂質土
(炭化物を多く合み、マンガン・土器片を含む。)
2 黄褐色 2.5Y5/4 粘性砂質土
(マ ンガンを上部に少景含む。)

第357図  SP2044平 。断面図 (S=1/25)

下
⊆ )下

0            50cm
I            I

L=8,30m
A     〆

1 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘性砂質土
(マンガンを含む。)

2 にぶい黄掲色 10YR73 粘性砂質上

第359図 SP2047平 。断面図 (S-1/25)

1 黄掲色 2.5Y5/3 粘性砂質土
(粒子が細かく、マンガンを含む。)

第361図 SP2064平・断面図 (S=1/25)

⑤ビット (SP)

ピット (SP2044)

位置 4区 LocD 2 δⅡ q12
土層 2層

平面形 円形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上してい
る。図示できた土器は、重の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

1

ｌ
Л
川
沐
Ｉ
Ｉ
キ
ー
ー

0               10cm

第358図 SP2044出 上土器

ピット (SP2047)

位置 4区 LocD 2 δⅡ s12 平面形 円形
土層 2層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出土してい
る。図示できた土器は、奏の1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

0               10cm

第360図 SP2047出 土土器

ピット (SP2064)

位置 4区 LocD 2 5Ⅱ  t10 平面形 円形
土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出上してい
る。図示できた土器は、奏の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

下《こ》下
0            50cm
i              I

L=9.00m
A        A′
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|       |

L=870m
A         〆

1

2

第363図

オリーブ掲色 2.5Y4/6 砂質土
(粘性が強く、炭化物を含む)
暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 砂質土
(粘性が強く、炭化物を含む)

SP2139平・断面図 (S=1/25)

ピット (SP2139)

位置 5・ 6区 LocD 2 εⅡ i9   平面形 円形

土層 2層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。図示できた土器は、甕の 2点である。

時期 弥生時代中期後半

ピット (SP2168)

位置 4区 LocD 2 εⅡ n8 平面形 円形

土層  1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土 してい

る。図示できた土器は、甕の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

{幽幣獣餌

ー下⊆至)T
0            50cm
i      l

L=860m
A         A´

V
1 にぶい黄掲色 10YR5/3 粘性砂質土

(炭化物を少量含む。)

第365図  SP2168平・断面図 (S=1/25)

第364図  SP2139出 土土器

0               10Cm

第366図  SP2168出 土土器
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ピット (SP2170)

位置 7区 LocD 2 8Ⅱ  08

土層  1層

平面形 円形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出上してい

る。図示できた土器は、甕の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

＼旦巫 1

0               10Cm

第368図  SP2170出 土土器

L=870m
A

1 にぶい黄色 2.5Y6/4 砂質土

第367図  SP2170平・断面図 (S=1/25)

下
電 力

下

o            50cm
l      l

L=870m
A       A′

1 黄掲色 2.5Y5/4 粕性砂質土
(マ ンガンを含む。粒子の細かい

にぶい黄色粘性砂質上を一部含む。)

第369図  SP2171平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
l              l

A´

ピット (SP2171)

位置 7区 LocD 2 8Ⅱ  p5 平面形 円形

土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土 してい

る。図示できた土器は、高杯の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半～後期

1翌

0               10Cm

第370図 SP2171出 土土器

甕の 1点だけである。

ピット (SP2172)

位置 7区 LocD 2 cⅡ  p5 平面形 円形

土層 2層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。図示できた土器は、

時期 弥生時代中期後半
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1 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質土
(マンガン、上器片を含む。)
2 黄掲色 2.5Y5/6 粘性砂質土
(粒子が細かく、粘性が強い。マンガンを含む。)

第371図 SP2172平・断面図 (S-1/25)

ピット (SP2179)

位置 7区 LocE 2 αⅡ f3 平面形 円形
土層 l層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。
る。

時期 弥生時

1 にぶい黄色 2.5Y6/4 粘性砂質土 (マ ンーガンを含む。)
第373図 SP2179平・断面図、遺物出土状況図 (S圭 1/20)

0              1ocm

第372図 SP2172出 土土器

図示できた土器は、養―と紡錘車の2点であ

域31晒
0               1ocm

第374図 SP2179出土土器

前半

O         SOcm
i         I
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I      i

L=860m
A         A′

I 責掲色 2.5Y5/4 粘性砂質土

第375図 SP2181平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
i      I

L=8.80m    ___
A         〆

オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘質土

SP2215平・断面図 (S=1/25)

0            50cm
I      I

L=900m
A        A´

ピット (SP2181)

位置  7区  LocE 2 αⅡ a5 平面形 円形

土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出土している。図示できた土器は、甕体部破片の 1点だけ

である。

時期 弥生時代中期後半
ビット (SP2215)

位置 9区 LocD 2 cⅡ  b4 平面形 円形

土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上してい

る。図示できた土器は、壷の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

0               10cm

第376図 SP2181出 土土器

¨
0               10Cm

第378図 SP2215出土土器

ピット (SP2222)

位置 9区 LocD 2 8Ⅱ  d4 平面形 円形

土層 1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土してい

る。図示できた土器は、甕の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半

1 にぶい責掲色 10YR4/3 粘性砂質土

第379図  SP2222平・断面図 (S=1/25)

∝ %88

第380図 SP2222出 土土器
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―

0            50cm
I            I

L=9100m
A

1 責褐色    2.5V5/4 粘性砂質土
2 オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘牲砂質土
3 オリープ掲色 2.5Y4/3 粕性砂質土

第381図 SP2224平 '断面図 (S=1/25)

ピット (SP2224)

位置 9区 lhcD 2 cⅡ  f4

平面形 楕円形
土層 3層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器|が出土してい
る.。 図示できた土器は、甕の1点だけである。

時期 弥生時代中―期後半

＼ヽ
建企」」と二とさせと」ととそ′4189

第382図 SP2224出土土器

ピット (SP2236)

位置 9区 LOcD2 3Ⅱ jkl
平面形 円形
土層 3層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土してい
る。図示できた土器は、壷、甕の2点である。

時期 弥生時代中期後半

0            50cm
i              !

L=9100m            ____
A            A´

1 縄色     10YR4/4 柏寅土
2 褐色     10YR76 粘質土
3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土

第383図 SP2236平・断面図

ピット (SP2239)

位置 10区  LocD2 tⅡ  m2 平面形 円形
土層 不明

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土している。
時期 弥生時代中期後半

(炭化物を含む6)

(S=1/25)

躍 90
0          100m

第384図 sP2236出土土器
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図示できた土器は、養の 1点だイナである。



だ

0            50cm
l              I

L=350m
A A´

第385図 SP2239平・断面図 (S=1/25)

0               10Cm

第386図  SP2239出 土土器

ピット (SP2245)

位置 10区 LocD 2 eⅡ  o3

平面形 円形 土層  1層

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出上してい
る。図示できた土器は、奏の 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

0               10cm

第388図 SP2245出 土土器

一
A

0            50cm
l              l

L=870m
A       〆

1 オリーブ掲色 2.5Y4/4

第387図  SP2245平・断面図
粘質土

(S=1/25)

20cm

1 にぶい責褐色

第389図 SP2249平 。
10YR4/3 粘質土

断面図 (S=1/25)
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第390図 SP2249出 土土器



ビット (SP2249)

位置 10区 LocD 2 εⅡ o2   平面形 円形
遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。
時期 弥生時代中期前半

ピット (SP2263)

位置 10区 LocD 2 cl sl   平面形 円形
遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。
時期 弥生時代中―期後半

0            50cm
i            l

ｍ

嚇一Ａ

―

0            50cm
i              I

第393図  SP2278平 。断面図 (S=1/25)

0               10cm

SP2278世 :E上」手器

ビット (SP2359)

位置 12区 Loc.E2 αⅡ hl   平面形 円形   土層 2層
遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。図示できた土器は、高杯の 1点だけである。
時期 弥生時代中期後半

第391図  SP2263平・断面図 (S-1/25)

ビット (SP2278)

位置 10区 Loc.E2 αⅡ bl   平面形 円形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出上している。
時期 弥生時代中期後半

土層 1層

図示できた土器は、甕の 2点である。

土層 不明
図示できた土器は、壼の 1点だけである.。

0               10cm

第392図 SP2263出 土土器

土層 2層

図示できた土器は、壷、甕の2点である。
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ガイくこ重9下
0            50cm
i              l

L_890m
A       N

1

1 にぶい黄褐色 10VR73 粘性砂質土
(ヤ ンガンを少量合む。5mm未満の礫を少量含む。)

第395図 SP2359平・断面図 (S=1/25) 第396図  SP2359出土土器

ビット (SP2381)                                ・

位置 12区  LocoE 2 αI ,19   平面形 円形   土層 不明
遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土している。図示できた土器は、奏の 1点だけである。
時期 弥生時代中期後半
備考 平面図は、付図遺構配置図を参照して頂きたい。

ビット (SP2490)

位置 12区 Loc.E2 αl l16   平面形 円形   土層 1層
遺物出土状況 覆土からわずかな量の遺物が出土している。図示できた石器は、石庖丁 1点だけである。
時期 弥生時代中期後半

0               10cm

第398図 SP2381出土土器

L=8.70m
A

1

1 暗灰黄色 2.5Y5/2 粘性砂質土
(マ ンガンを少量含む。5mm未満の礫を少量含む。)

第397図  SP2490平・断面図 (S=1/25)

I

質 翠
埓
・
⌒

=
I

第399図 SP2490出 土石器
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1 
灰
黄
褐
色

2 
黄
掲
色

3 
責
掲
色

4 
黄
褐
色

5 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

6 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

7 
灰
責
色

8 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

9 
灰
黄
色

10 
黄
褐
色

11 
黄
掲
色

12 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

13 
に
ぶ
い
黄
色

14 
浅
黄
色

15 
褐
色

16 
灰
黄
褐
色

17 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

18 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

19 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

20 
褐
色

21 
灰
色

22 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

23 
暗
オ
リ
ー
ブ
褐
色

24 
黄
掲
色

25 
に
ぶ
い
黄
色

26 
黄
掲
色

27 
に
ぶ
い
黄
色

23 
黄
褐
色

29 
に
ぶ
い
黄
色

30 
褐
色

31 
明
黄
褐
色

32 
褐
色

33 
黄
褐
色

10YR5/2 
粘
質
土

10YR5/8 
粘
質
土

2.5Y5/3 
消
性
砂
質
土

2.5Y5/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/3 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y6/2 
粘
質
土

2.5Y4/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y6/2 
粘
質
土

2.5Y5/4 
粘
質
土

2.5Y5/4 
粘
質
こ上

2.5Y4/6 
粘
質
土

2.5Y6/4 
粘
質
土

2.5Y7/4 
粘
質
土

10YR4/6 
粘
性
砂
質
上

10YR4/2 
粘
質
土

2.5Y4/4 
粘
質
土

2.5Y4/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/6 
粘
性
砂
質
土

10YR4/4 
粘
性
砂
質
土

7.5Y6/1 
砂
礫

2.5Y4/6 
粘
質
土

2.5Y3/3 
粘
質
土

2.5Y5/3 
粘
質
土

2.5Y6/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y5/4 
粘
質
土

2.5Y6/3 
粘
質
土

2.5Y5/4 
粕
性
砂
質
土

2.5Y6/4 
粘
性
砂
質
土

10YR4/4 
砂

10YR6/8 
粘
性
砂
質
土

10YR4/6 
粘
性
砂
質
土

2.5Y5/3 
粘
質
土

4cm程
度
の
礫
を
少
量
含
む
。
)

5cm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

34 
に
ぶ
い
黄
掲
色

35 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

36 
暗
オ
リ
ー
ブ
褐
色

37 
に
ぶ
い
黄
掲
色

38 
に
ぶ
い
責
掲
色

39 
責
掲
色

40 
黄
褐
色

41 
に
ぶ
い
黄
色

42 
灰
黄
色

43 
灰
黄
色

44 
黄
掲
色

45 
に
ぶ
い
黄
色

46 
に
ぶ
い
責
色

47 
黄
掲
色

48 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

49 
灰
黄
色

50 
暗
灰
黄
色

51 
浅
責
色

52 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

53 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

54 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

55 
に
ぶ
い
黄
色

56 
黄
褐
色

57 
黄
褐
色

58 
浅
黄
色

59 
に
ぶ
い
黄
色

60 
黄
褐
色

61 
オ
リ
ー
ブ
褐
色

62 
オ
リ
ー
ブ
掲
色

63 
に
ぶ
い
黄
色

64 
黄
灰
色

65 
黄
褐
色

10YR5/3 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/3 
粘
質
土

2.5Y3/3 
粘
質
土

10YR4/3 
粘
性
砂
質
土

10YR4/3 
砂

2.5Y5/3 
粘
質
土

2.5Y5/3 
粘
質
:上

2.5Y6/4 
粘
質
土

2.5Y6/2 
粘
質
:上

2.5Y7/2 
粘
質
土

2.5Y5/4 
粕
性
砂
質
土

2.5Y6/3 
粘
性
砂
質
土

2.5Y6/3 
粘
性
砂
質
土

2.5Y5/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/4 
粘
質
:上

2.5Y6/2 
粘
質
土

2.5Y5/2 
粘
性
砂
質
土

2.5Y7/3 
粘
性
砂
質
土

2.5Y4/6 
粕
性
砂
質
土

2.5Y4/6 
粘
質
土

2.5Y4/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y6/4 
粘
質
土

10YR5/8 
粘
性
砂
質
土

2.5Y5/4 
粘
質
土

5Y7/3  
粘
質
土

2.5Y6/4 
粘
質
土

2.5Y5/6 
粘
質
土

2.5Y4/6 
粘
質
上

2.5Y4/4 
粘
性
砂
質
土

2.5Y6/3 
粘
質
土

2.5Y6/1 
粘
質
土

2.5Y5/3 
粘
質
こ上

(マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
)

(マ
ン
ガ
ン
、
1～
2cmの
礫
を
含
む
。
)

(マ
ン
ガ
ン
を
合
む
。
)

(マ
ン
ガ
ン
を
少
量
含
む
。
)

(3cm程
度
の
礫
を
少
量
合
む
。
)

(3cm～
1 0cm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
)

(2mm～
5cm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(lmm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(3～
5cm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(5～
10mm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(2mm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(1～
3cm程
度
の
礫
を
含
む
。
)

(南
部
に
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
。
)

5m
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第401図 SR2001出土土器 (1)
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0                                  20cm

第402図 SR2001出土土器 (2)
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第404図 SR2001出土土器 (4)
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0                                  20cm

界405図 SR2001出土土器 (5)
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附
棚
釧
即
勢
皇
・

1潟

第406図 SR2001出土土器 (6)

⑥自然流路 (SR)

自然流路 (SR2001)

位置 1・ 2区  LocD 2 γⅡ n～ tll～ 2 断面形 船底形   全長 42.5m

土層 65層 (細かい砂、粘土、粘質上、粘性砂質上が交互に複雑な堆積状況を示す。)

遺物出土状況 覆土から多くの土器が出上している。図示できた土器は、149点である。壼、奏、鉢、

高杯と器種は豊富で、養蓋も存在する。1100～■73ま では、層位的には上層に位置する部分からの出土

で、■74～ 1248までは下層の出土である。上覆の方が新しい様相で、下層の方が古い様相を土器様式で

示しているわけではない。自然流路の堆積作用で、土器の出上に層位的混乱が認められる。

時期 弥生時代中期後半～後期初頭
備考 なお、平面図は、付図遺構配置図を参照して頂きたい。
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第407図 SR2001出土土器 (7)
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第408図 SR2001出土土器 (8)
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参

o                                  20cm

第409図 SR2001出土土器 (9)
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第410図 SR2001出土土器 (10)
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第414図 SR2001出土土器 (14)
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自然流路 (SR2002)

位置 12区 Loc.E2 α l h～ 16～20

断面形 皿形   全長 33.Om
土層 13層 (粒子の細かな粘性砂質土や砂

礫が交互に複雑な堆積状況を示す。)

遺物出土状況 覆土から多くの上器と石器
が出土している。図示できた土器は、重、

甕、高杯など35点である。土器様式から見

ると、中期後半のものを主体とするが、甕

1278の ように中期前半のものも含まれてい

る。このことから、SR2002は 比較的長期

にわたり流路として存在していたと考えら

れよう。なお、層位的には上層からの出土

土器が新しい土器様式を示したりはしてい

ない。自然流路の堆積作用で、土器の出土

に層位的混乱が認められる。また、平面的

にも、とくに土器が集中して出土した地点

はない。

一方、石器は、10点が図示できた。とり

わけ、太型蛤刃石斧と環状石斧の未製品が

注目される。

時期 弥生時代中期

‐３
１
ヰ
一

1 黄掲色
2 オリーブ褐色

９　
帥
帥

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。小礫を少量含む。)
粘性砂質土 (マ ンガンを含む。5mm未満～2cm程度の礫を多く含む。砂

粒を多量に含む部分がある。)
オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘性砂質土 (マンガンを合む。にぶい黄色粘性砂質土を一部含む。)
オリーブ褐色 2.5Y4/4 粘性砂質土 (砂質が強い。マンガンを合む。)
灰黄掲色   10YR4/2 砂礫層  (1～ 3cm程度の礫を含む。)
オリーブ掲色 2.5Y4/3 砂礫層  (lcm未 満の礫を含む。3cm程度の礫を少量含む。)
にぶい黄褐色 10YR5/4 砂礫層  (4ヽ礫を多く合む。)
黄掲色    2.5Y74 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。小礫を少量含み、しまりがある。)
にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土 (マ ンガン、小礫を合む。)
黄掲色    2.5Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)
黄褐色    2.5Y5/4 粘性秒質土 (粒子が細かく、柔らかい。マンガンを含む。)
黄掲色    2.5Y5海  粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを含む。)
にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

第415図 SR2002平・断面図 (S-1/300)

―- 279 -―



1252

0                10Cm

第416図 SR2002出土土器 (1)
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第418図 SR2002出土土器 (3)

10cm
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第419図 SR2002出土石器 (1)
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9                      109m





い 9.10m
A

:羅聡ⅦΥi鍮堅ギ
躇現撃獣麓麹む♪

(マンガンを含む。lcm程度の礫セ少量含む。5 cm大の礫をごく少量含む0
4 にぶい黄褐色 10YR5/4砂質土
(マンオンを合む。4蝶を全面に多く含む9)
5 オリーブ掲色 2.5Y4/6 粘性砂質土
(ヤンガン、土器片を含む。Icm程度の礫を多量に含む。)

'葺

暑自 夕鞘 悲壌警
難
器編繁驚泳標L洛なる

標 を含輔

8 にぶい資掲色 10YR5/4砂礫層  lcm未満の礫を含む。)
9 資撥色   2.5Y5/4 砂蝶層| (lcm未満の礫を含む。)

第421図 SR2003平 ,断面図 (S=1/300)

自然1流路 (SR2003)

位置 12区 Loc,E2 αl h～12～ 15

断面形 皿形   全長 33.Om
土層 13層 (粒子の細かな―粘隆砂質土や砂傑が交互に複

雑な堆積状況を示す。)

遺物出土状況 覆土から多くの上器と石器が出土してい
る。図示できた土器は、壷、甕、高杯など63点である。

土器型式から見ると、中期後半のものを主体とするが、

重1291の ように中期中葉のものも含まれている。また、

ごくわずかではあるが、後期と思われる土器も存在す

る。このことから、前述のSR2002ほ どではない力`、比

較1的長期にわたり流路として存在していたと考えられよ

う。なお、層位的には上層からの出土土器が新しい土器

型式を示したりはしていない。自然流路の堆積作用でヽ

土器の出上に層位的混乱が認められる。また、平百的に

も、とくに土器が集中して出土した地点はな―い。

一方、石器は、4点が図示できた。石庖丁、敲石、楔

形石器である。

時期 弥生時代中期中葉～後葉

９
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2 4 15
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第422図 SR2003出土土器 (1)
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第424図 SR2003出土土器 (3)
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第425図 SR2003出土土器 (4)
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第426図 SR2003出土土器 (5)(S=1/25)
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第427図 SR2003出土石器
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L=870m
A

1 オリーブ褐色 2.5Y4/3 砂質土 (砂粒から3cm程度の礫を全面に含む。)

第428図 ST2001平・断面図、遺物出土状況

⑦土墳墓 (ST)

土墳墓 (ST2001)

位置 12区 LocD 2 γⅡ n～ tll～ 2   平面形 楕円形
土層 1層 (直径 3 cm程度の礫を全体に含んでいる。)

遺物出土状況 遺物出土状況図にあるように、日縁から頚部を欠く壷の体底部は横倒しの状態で見つ
かっている。この重を鉢で覆い被せるように検出されている。なお、土壊洗浄を行ったが、骨片などは

発見されていない。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

0 30cm

ST2001出土土器 (1)第429図
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にぶい責褐色
黄掲色
にぶい責褐色

にぶい黄掲色

第430図 ST2001出土土器 (2)

10YR5/3 砂質土  (マ ンガン、炭化物、土器片、土器粒を少量含む。)
2.5Y5/3 砂質土  (マ ンガンを含み、炭化物・土器片を少量含む。)
10YR73 粘性砂質土 (砂質が強く粘性の強い部分を含む。マンガン・

炭化物を少量含む。)
10YR4/3 粘性砂質土 (砂質が強い。マンガンを含む。)

第431図 SX2001平・断面図

性格不明遺構 (SX)

性格不明遺構 (SX2001)

位置 4区 LocD 2 8Ⅱ  b12

平面形 不整な方形

断面形 船底形
土層 4層 (マ ンガン、炭化物を含む。)

遺物出土状況 覆土から土器と石器が出

上している。とくに遺物が集中して出土

した層位と地点はない。図示できた土器

は、甕、高杯の 4点である。一方、石器

は石鏃未製品と剥片が 4点図示できた。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

＼
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o                                  20cm

第432図 SX2001出 土土器
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0                      5cm

第433図 SX2001出 土石器
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0               10cm

第435図 SX2003出 土土器

一―

0          4〔とm
第436図 SX2003出土石器

1 にぶい黄掲色 10YR4/3
(炭化物を少量含む。)
2 1島モヨ       10YR4/4
(炭化物を少量含む。)

第434図 SX2003平・断面図

砂質土

砂質土

(S=1/50)

性格不明遺構 (SX2003)

位置 5,6区 LocD 2 εⅡ bcll    平面形 不整な楕円形   断面形 船底形
土層 2層 (炭化物を少量含む。)
遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器と石器が出土している。とくに遺物が集中して出土した層位
と地点はない。図示できた土器は、甕、鉢の 2点である。一方、石器は、楔形石器が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半
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1 掲色 10YR4/6 砂質土 (炭化物、土器片を少量含む。)
2 掲色 10YR4/4 砂質土 (炭化物を含む。土器片を少量含む。)

第437図 SX2004平・断面図 (S=1/50)

性格不明遺構 (SX2004)

位置 5。 6区 LocD 2 εⅡ bc7～8   平面形 不整な方形   断面形 船底形

土層 2層 (炭化物を少量含む。)

遺物出土状況 覆土から上器と石器が出土している。遺構の中央部分は現代の溝により攪乱を受け、破

壊されていた。とくに遺物は、出土状況図にあるように遺構の北側で集中して出土している。図示でき

た土器は、壺、甕、鉢、高杯の15点である。口縁部分が無いものもあるので、断定できないが、重が多

い印象を受ける。一方、石器は、敲石・磨石が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半
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第438図 SX2004遺物出土状況図 (S=1/20)

第439図 SX2004出 土石器
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第440図 SX2004出 土土器 (1)
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第441図 SX2004出 土土器 (2)
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声

0                                  20cm

第443図 SX2006出 土土器

S472

5cm
□
ｏ

1 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 砂質土 (炭化物を多く合み、粘性が強い。)
2 暗オリーブ掲色 2.5Y3/3 秒質土 (1層 よりやや暗い。)

第442図 SX2006平 。断面図 (S=1/50)

性格不明遺構 (SX2006)

位置 5・ 6区 LocD2 8Ⅱ  jk9～ 10

第444図 SX2006出 土石器

平面形 不整な楕円形 断面形 船底形
土層 2層 (炭化物を多く含む。)

遺物出土状況 覆土から土器と石器と鉄器が出上している。遺構の東側大部分は調査区外となってお
り、完掘はできなかった。とくに遺物が集中して出土している部分はない。図示できた土器は、奏の1点

だけである。一方、石器は、楔形石器が 1点図示できた。他方、鉄器は、鉄鏃が 1点出上している。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

性格不明遺構 (SX2008)

位置 4区 Loc.D2 δⅡ s9 平面形 不整な楕円形   断面形 船底形
土層 5層 (マ ンガン、炭化物を含む。)

遺物出土状況 覆土から土器が出上している。平面的にとくに遺物が集中して出上している部分はない

が、層位的には最上層の 1層から遺物はたくさん出土している。土器は、破片の状態で出土したものが

ほとんどである。図示できた土器は、壺、甕、鉢の34点である。壼 (1372)は 、器高が80cmを 超える特

大形品である。接合作業の結果、ほぼ完全な状態で復元できた。この壼以外でも、完形に近く復元でき

るものが目立つ。

時期 弥生時代中期後半

備考 覆土の状態や液体貯蔵用と考えられる土器の存在から、井戸の可能性が指摘できよう。

〈
牌
琺
ｏ
ｏ

T37

5cm

第445図 SX2006出 土鉄器
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L=900m

1 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土
(少量の炭化物とマンガン、多量の上器片を含む。細
砂が多く、灰責色シル トを少量含む。)
2 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土
(炭化物少量とマンガンを合む。にぶい責色砂質上が
点在する。)
3 黄掲色    25Y5/3 粘性砂質土
(炭化物少量とマンガンを含む。灰黄色砂質上を霜降
り】犬に含む。)
4 にぶい責掲色 10YR5/4 砂質土
(炭化物少量とマンガンを含む。)
5 にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土
(炭化物極微量とマンガンを含む。)

第446図 SX2008平・断面図 (S=1/25)

第447図 SX2008出 土土器 (1)
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第448図 SX2008出 土土器
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SX2008出 土土器 (3)
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第450図 SX2008出 土土器 (4)
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第451図 SX2008出土土器 (5)
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第452図 SX2008出 土土器 (6)
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脅色-     10YR4/4 粘醸 土

芽塀
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褐色―錮蹴 絶竪|

第453回 SX2010平・断面図 (S=7501

10c市

第454図 SX2010出土土器

性格不明遺構 (SX2010)

位置 9区 IL∝D2 cl ab3～ 4   平面形 ―不整な精円形   断面形|1皿形
土層 3層 (粘質土を主体とし、全体的に覆土は水分を多く含んでいる。)

遺物出土状況 覆土から―わずかな量の上器が出土している。平面的に 層ヽ位的にも、にとく1と遺物が集
中して出土している部分はない。図示できた土器は、1壽 1点だけである。

時期1 弥生時代中期後半～後期1前半
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lm

褐色     10YR4/6 粘質±                8 黄掲色    lllYR5/6 粘性砂質土 (6層より粒子が細かい。)
黄掲色    2.5Y73 粘質±                9 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土 (0.5cm程 度の礫を多量に合む。)
オリーブ掲色 2.5Y4/4 粘性砂質土 (2～ 3 cm程度の礫を含む。) 10 にぶい黄色  10YR5/4 粘性砂質土 (3～ 4 cm程度の礫を含む。)
にぶい黄色  2.5Y6/4 粘質±                11 明責掲色   10YR6/8 粘質土
にぶい黄色  2.5Y6/3 粘性砂質上              12 にぶい黄掲色 10YR5/4 粘性砂質土
黄掲色    10YR5/6 粘性砂質±              13 責掲色    2.5Y5/4 粘性砂質土
明責褐色   10YR6/6 粘性砂質土 (l cm程度の礫を少量含む。) 14 黄掲色    10YR5/8 粘質土

第455図 SX2012平・断面図 (S=1/80)

第456図 SX2012出 土土器

性格不明遺構 (SX2012)

位置 9区 Loc.D2 cI・ Ⅱ i～ k20～ 1   平面形 不整形 断面形 皿形
土層 14層 (粘質土を主体とし、全体的に覆土は水分を多く含んでいる。)

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器が出土している。平面的にも層位的にも、にとくに遺物が集
中して出土している部分はない。図示できた土器は、奏 1点だけである。

時期 弥生時代中期後半
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第457図 SX2014平面図

第458図 SX2014出土土器

性格不明遺構 (SX2014)

位置 10区 Loc.D2 8Ⅱ  m3

土層 不明
平面形 不整形   断面形 皿形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出土している。平面的にも層位的にも、にとくに遺物が集
中して出土している部分はない。図示できた土器は、壷 1点だけである。

時期 弥生時代中期中葉
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ら

1 褐色

2 になぃ黄褐色
3 オリーブ掲色

第 459図

9            50cm
I      I

〆

ノ

九

10YR4/4 粘質土 (0,5～1.Ocm程度の炭化物を含む―。
0.7Xl.Ocm程 度の焼土プロックを
少量含む。)

10YR4/3 粘質土 (0.3～1.Om程度の炭化物を含む。)
と5Y4/4 活質土 10.5cm程度の炭化物を微量含む。)

SX2015平・断面図 (S=1/25)

性格不明遺構 (SX2015)

位置 10区 Loc,D2 εⅡ m3

平面形 不整な楕円形
断面形 船底形
土層 3層 (粘質土を主体とし、全体的に覆土は1水分を

多く含んでいる。また、焼土、炭化物を少量含む。)

遺物出上状況 覆土からわずかな量の遺1物が出上してい

る。平面的にも層位的にも、にとくに遺物が集中して出

上している部分はない。図示できた石器は、太型蛤刃石

斧未製品1点だけである。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

S473

第460図 SX2015出 土石器

ｍ

呻一Ａ
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第461図 SX2016平 。断面図 (S=1/25)

＼迦豆77Ⅷ留

第462図 SX2016出 土土器

性格不明遺構 (SX2016)

位置 10区 Loc,D2 8Ⅱ  n2～ 3   平面形 不整形   断面形 皿形
土層 不明

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。平面的にも層位的にも、とくに遺物が集中
して出土している部分はない。図示できた土器は、甕、高杯の 9点である。

時期 弥生時代後期前半
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L=870m
A

1 明黄掲色
2 明黄掲色
3 黄褐色
4 明黄褐色
5 明黄掲色
6 黄掲色
7 黄掲色
8 褐色
9 掲色
10 黄褐色

10YR6/8 粘性砂質上
10YR6/6 粘性砂質土
10YR5/6 粘性砂質土
10YR6/6 粘性砂質土
10YR6/8 粘性砂質土
10YR5/6 砂質土
10YR5/6 砂層
10YR4/6 砂質土
10YR4/4 砂質土
10YR5/6 砂質土

(2層 より粒子が細かい。)
(1層 より粒子が細かい。)

(6層より粒子が細かい。)

11 にぶい黄橙色 10YR6/4
12 にぶい黄褐色 10YR5/4
13 責褐色    10YR5/8
14 責掲色    10YR5/6
15 にぶい責褐色 10YR5/4
16 にぶい黄褐色 10YR4/3
17 褐色      10YR4/4
18 にぶい責褐色 10YR3/4
19 黄褐色    10YR5/8
20 にぶい黄掲色 10YR5/4

断面図 (S=1/50)

砂層
T4/N層

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土 (炭化物を少量含む。)

砂層
砂眉
砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

第463図 SX2017平・
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第464図 SX2017遺物出土状況図 (S=1/25)

―- 313 -―



A―-1415、  1434、  1435、  1442、
1517、  1528、  1532、  1534、

B-1408、  1409、  1410、  1413、
1466、  1475、  1476、  1479、
1526、  1527、  1533、  1535、
1600、  1601、  1606、  1610、
1682、  1685、  1687、  1689、
1750、  1751        S491、

C―-1422、  1426、  1433、  1435、
1576、  1598、  1602、  1615、
S494、  S509

D―-1408、  1409、  1410、  1411、
1441、  1445、  1446、  1447、
1485、  1493、  1494、  1495、
1542、  1543、  1545、  1549、
1589、  1590、  1592、  1593、
1631、  1634、  1635、  1637、
1672、  1673、  1675、  1677、
1714、  1715、  1717、  1719、
S483、  S484、  S485、  S486

哀
1430

1443、  1453、  1464、  1469、  1470、  1478、  1480、
1546、  1550、  1563、  1579、  1596、  1601、  1609、

1425、  1428、  1429、  1430、  1434、  1435、  1438、
1482、  1485、  1486、  1487、  1490、  1493、  1497、
1539、  1546、  1547、  1551、  1554、  1560、  1561、
1613、  1622、  1623、  1627、  1629、  1636、  1640、
1694、  169ア 、 1700、  1701、  1703、  1706、  1707、
S495、  S497、  S507、  S512

1436、  1440、  1441、  1450、  1457、  1465、  1473、
1621、  1633、  1660、  1662、  1681、  1682、  1686、

1414、  1416、  1418、  1419、  1420、  1421、  1422、
1448、  1449、  1451、  1452、  1453、  1456、  1457、
1496、  1498、  1501、  1503、  1505、  1511、  1512、
1552、  1553、  1555、  1557、  1558、  1562、  1566、
1595、  1598、  1599、  1603、  1604、  1605、  1611、
1641、  1642、  1646、  1648、  1649、  1650、  1652、
1679、  1682、  1684、  1686、  1688、  1691、  1692、
1725、  1726、  1727、  1735、  1737、  1740、  1741、
S488、  S489、  S492、  S504、  S505、  S510

1481、  1482、
1639、  1644、

1444、  1446、
1498、  1499、
1568、  1581、
1655、  1656、
1708、  1710、

1495、  1497、
1689、  1704、

1423、  1425、
1459、  1461、
1513、  1515、
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第466図 SX2017出 土土器 (1)
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第469図 SX2017出 土土器 (4)

―- 318 -―



副 ,

1467

第470図 SX2017出 土土器 (5)

0                                  20cm

―-319-



辞
剖ヽ
〓
・整
ミヽ
翠
＼
瀑

第471図 SX2017出 土土器 (6)

―- 320 -一



1491

20cm
1490

第472図 SX2017出 土土器 (7)

―- 321 -―



第473図 SX2017出 土土器 (8)
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第474図 SX2017出 土土器 (9)
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第479図 SX2017出 土土器 (14)

―- 328 -―

隧 51



0

第480図 SX2017出 土土器 (15)
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第482図 SX2017出 土土器 (17)
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第483図 SX2017出 土土器 (18)
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第486図 SX2017出 土土器 (21)

ヽ
1751

性格不明遺構 (SX2017)

位置 10区  Loc.E2 8・ α l ta18～ 19

土層 20層

平面形 不整形 断面形 皿形

遺物出土状況 覆土から多量の遺物が出土している。図示できた土器は、壷、・奏、鉢、高杯の345点 に
も上る。本報告書掲載弥生土器の約 2割にあたる。また、石器は石鏃、石庖丁、柱状片刃石斧、敲石・

磨石、砥石など力謝0点ほど図示できた。さらにヤリガンナと考えられる鉄片も出土している。これらの

遺物は、遺構の南側に集中して出土している (出土状況図参照)。 遺構の深さは30～ 50cmであるが、遺

物の集中している部分では、遺構底にへばりつきながら上面まで折り重なるようにぎっしりと出土して

おり、廃棄の一括性が窺われる。覆土で、焼土、炭化物がとくに集中して検出されたところはない。重

がやや多い印象を受ける。直口壺を祖形にしたと考えられる水差形土器 (1507)は 、胎土に角閃石を大

量に含むいわゆる生駒西麓産の上器である。そのほか特徴的な土器を挙げると、高杯 (1738)イこは、鳥

足をモチーフにした線刻が施されている。

時期 弥生時代中期後半
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第496図 SX2019出土土器

第495図 SX2019平面図

第497図 SX2019出 土土器

性格不明遺構 (SX2019)

位置 10区 Loc.E2 αl de16   平面形 不整な楕円形
土層 不明

断面形 皿形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器が出上している。平面的にも層位的にも、とくに遺物が集中
して出上している部分はない。図示できた土器は、壷、甕、鉢の 5点である。一方、石器は、石斧の未

製品と思われるものが 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

―- 343 -―



Ⅷ 区

性格不明遺構 (SX2020)

位置 10区 Loc.E2 α l fg17～ 18

平面形 不整な楕円形

断面形 皿形

土層 不明

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上

器が出土している。平面的にも層位的に

も、とくに遺物が集中して出土している

部分はない。図示できた土器は、重、奏

の 3点である。

時期 弥生時代中期後半～後期前半

L=900m
A 〆

第498図 SX2020平・断面図 (S=1/50)

-3型 一



ｍ

蜘一Ａ
A´

L=900m
B B´

1  にハミぃ費掲色  10YR4/3
2 帝目てヨ       10YR4/4
3 灰黄掲色    10YR4/2
4 にぶし`黄褐色  10YR5/3
5 4蜀モ≧       10YR6/4
6  明黄掲色    2.5Y6/6
7 黒褐色      10YR3/1
8 灰責褐色    10YR4/2
9  オ Iジ ーブ褐色  2.5Y4/6
lo 誓3だヨ       2.5Y4/6
11 づq翠ロモヨ      2.5Y5/3
12 ;ξ牟島a     10YR5/6
13 とこぶい黄掲色  10YRS/4
14 `こ ぶい黄褐色  10YR4/3
15 褐色       10YR4/4
16 1こ ハミし墳 宰島色  10YR5/4

粘性 砂 質 土 (5 mm程度 の礫 を含 む。)
粘性 砂 質 土

粘性砂 質土

粘性砂 質土

粘性砂 質 土

粘性 砂 質 土

粘性 砂 質土

粘性砂 質土

粘性砂 質土

粘性 砂 質 土

粘質土

粘性 砂 質土

砂 質土

粘性砂 質土

粘性砂 質 土

粘性秒 質 土

第500図 SX2021平・断面図 (S=1/50)

15‐ 13
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第501図 SX2021出 土土器
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第502図 SX2021出 土石器

性格不明遺構 (SX2021)

位置 10区 Loc.E2 α l fg14～15   平面形 不整形   断面形 皿形
土層 16層 (粘性砂質上を主体とする。)

遺物出土状況 覆土からわずかな量の上器と石器が出土している。平面的にも層位的にも、とくに遺物
が集中して出上している部分はない。図示できた土器は、奏、高杯の 3点である。一方、石器は、石庖

丁が 1点図示できた。

時期 弥生時代中期後半

性格不明遺構 (SX2022)

位置 10区 Loc.D2 8Ⅱ  p20～ 1

土層 5層 (粘質土を主体とする。)

平面形 不整形 断面形 船底形

遺物出土状況 覆土からわずかな量の土器と石器が出土している。平面的にも層位的にも、とくに遺物
が集中して出土している部分はない。図示できた土器は、養、高杯の 4点である。

時期 弥生時代後期

―- 346 -―
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配 70m
B

1 にぶい費褐色 10YR73
2 にぶい黄褐色 10YR5/4
3 に|ぶい黄編色 10YA4/3
4 黄揖色   2.5Y5/4
5 黄褐色     2.5Y5/3

粘質土 (0..3～0.8�程度|の炭化粒を含む1)
粘質上 (0,lcm程度の炭化粒を含むど)
綽軍■ (0・ l Cln程度の崇中粒を含むど)
粘質土
粘質土

第503図 SX2022平・ 断面図 (S=1/25)
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(2)古 代～中世 (一部に古墳時代、近世 を含 む )

① 掘立柱建物跡 (SA)

掘立柱建物跡 (SA1001)

位置 Loc.D2・ δⅡ・ghi14～ 16   床面積 46.9r   主軸方向 N-78° E
柱穴 16基 (径30～ 60cm、 深さ25～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 11層に分かれ、黄褐色系の粘性砂質上を主体とする。一部の柱穴では土
器片や炭化物、根石と考えられる石を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 250cm  最小 170cm  梁間 430cm   桁行 1090cm
遺物出土状況 土器片数点が出土している。図示できる遺物は3点で、EP l出上の上師器皿 2点 とEP
2出上の土師器杯 1点である。

時期 古代 (平安時代 (10世紀))である。
備考 一部未検出の柱穴があると考えられる。 2間 ×5間の規模をもつ。SA1002と 重複するが、柱穴
の切り合いはなく、先後関係は不明である。

掘立桂建物跡 (SA1002)

位置 Loc.D2・ δⅡ・gh16～ 17   床面積 8.3ぜ    主軸方向 N9° ―W
柱穴 5基 (径30～ 50cm、 深さ15～45cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 5層に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。柱痕、柱の抜き取
り痕などは確認できない。

柱穴間距離 最大 250cm  最小 110cm  梁間 (220)cm  桁行 370cm
遺物出土状況 図示できる遺物は出土していない。
時期 古代 (平安時代)である。

備考 北東部分は調査区外のため柱穴は未検出である。未検出の部分を含めて、 2間×3間程度の規模
と推定される。SA1001と 重複するが、柱穴の切り合いはなく、先後関係は不明である。

掘立柱建物跡 (SA1003)

位置 Loc.D2・ δⅡ・efg12～ 13   床面積 40。 2ぜ   主軸方向 N-13° ―W
柱穴 14基 (径25～ 120cm、 深さ10～40cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1学 6層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土
器片や炭化物、根石と考えられる石を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 220cm  最小 180cm  梁間 430cm   桁行 940cm
遺物出土状況 土器片数点と石器が出土している。図示できる遺物は 3点で、EPl・ EP2か らそれぞ
れ杯が 1点 とEP2か ら浮状石製品 1点が出上している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀))である。
備考 2間 ×5間の規模をもつ。SA1004と 重複するが柱穴の切り合いはなく、先後関係は不明である。
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1 にぶぃ黄色  2.5YS/3
2 にぶ■ヽ費色  2.5Y6/4

群げビ範 解
5 黄掲色    2.5Y5/3

:義雑4縄
伴罐  と認
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憶 E絶 解
10 習覇渇色      2.5Y5/4
20籠     10YR4/4
餌 に氣 燎色  2.5Y6/4
22 浅養魯    5Y7/3
23 黄指0   2,SYS/3
241こぷい黄色  2.5Y6/3
25 1=ぶい黄色  2 5YS/4
26 女褐傷    2.5Y6/3

猛辮 鶏 空鍬
29 黄褐色    2.5Y5/3

30 にぷい黄色  2.5Y6/3
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34 にぶい黄色  215Y6/4
36 斎掲色    2.5Y5/6
86 明黄褐色  2.5YG/6

冨 轟維
139浅費色
40 黄褐色
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粘性砂質土 (マンガンを含●0

懲震圭 肝と好送警3ゎ「
を含むつ

踵:麗テ歎Υ撞電縄土
を含視 )

粘性砂質土 (マンガンを含むj炭化物、土講Ⅲを少量含む。)

雄籐圭穏霧琵g隷ぉむp

雑繰圭寵す揺講帝拿蜘 ―衛盤麒

鑢権懲褒圭tξε募ど「と贔筵卸
積ILD質土 (マンガンを含む。)
1油性砂質主 (砂貫が強いぅマンーガン^土

器片を含む。)
粘性砂質土 (マ ンガンを少屋含む。l          ‐

第醐6回 SA1001平・断面図 (S=1/80)
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黄掲色   215Y5/o 粘性砂質土
贅掲色   2.5Y5/3 シルト
にぶい黄色 2.5Y6/3粘性砂質土
暗灰賞色  2.5Y5/2 粕性砂質土
灰色   5Y6/1  粘性砂質土
費掲色   2.5Y5/3 粘性砂質土
にぶい黄色 2.5Y6/4 粘性砂質土
灰費色   2.5Y6/2 粘性砂質土
にぶい黄色 2.5Y6/3 粘性砂質土

第510図  SA10021平・

だ

(マ ンガン、鉄分ゝ炭北物を含む。)
(マ ンガンを少量合む。)
(マ ンガラを少量含む。)
(マンガンー、鉄分を含む。)
(マ ンガンを含む。)
(マ ンガンを含む。)
仙子が細かい。マンガンを含む。)
(砂質が強い。マシガンを少量含む。)
(砂質が強い。)

断面図 (S=1/80)

隆 9.30m
A

9                      10Cm

第509図 SA1003出 土石器

掘立桂建物跡 (SA4004)

位置 L∝:D2・ δ Ⅱ o ef13～ 15 床面積 31.2ぜ   主軸方向 N-80° ‐E
桂穴 10基 (径45～ 96cm、 深さ20～86clYl)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 23層 に分かれ、黄褐色系の粘1性砂質上を主体とする。一部の柱穴では土
器片、焼上、炭化物を含む。断面観察により、注痕が確認できるものがある。

柱穴問距離 最大 420cln  最小 160cm  梁間 410cm  桁行 760cm
遺物出土状況 土器片が出上しているがヽ図示できる遺物は出土していない。
時期 古代 (平安時代)である。
備考 1× 4間の規模をもつ。SA1003、 SA1005、 SA1006と 重複する。柱穴の切り合いから先後関係
はSA1005-S▲ 1004-SA1006と なる。SA1003と は注穴の切り合いがなく、先後関係は不明である。
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9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

粘性砂質土 (粒子が細かく、粘性が弱い。マンガンを含む。)

粘性砂質土 (マ ンガンを含む。)

粘性砂質土 (マンガンを含む。)

粘性砂質土 (マンガンを含む。)
シルト  (マンガン、炭化物を含む。)
シリレト  (マ ンガン、炭化物を含む。土器片を微量合む。)
シリレト  (マンガンを多量に合む。)
シルト  (マンガンを含む。土器片を微量含む。)
シルト  (マ ンガンを含む。)
シ,レ ト  (炭化物を含む。)
シ,レ ト  (砂質が強い。マンガンを含む。)
シリレト  (マ ンガン、土器片、焼土を合む。)
シリレト  (マンガンを少量合む。)
シ,レ ト  (粘性が強い。マンガンを合む。)
シルト  (マンガンを含む。炭化物を微量含む。)
シルト  (マンガンを含む。炭化物を少量合む。)
シリレト  (マ ンガンを合む。炭化物、土器片を少量含む。)
シルト  (粘性がやや強い。マンガンを含む。)
シルト  (マ ンガン、炭化物、土器粒を少量合む。)
シルト  (マ ンガンを含む。炭化物を少量含む。)
シルト
シリレト
シルト
シルト

粘性砂質土 (マ ンガンを多量に合む。)

粘性砂質上 (マ ンガンを合む。)
粘性砂質土 (マ ンガンを多量に含む。)

潮
QI

灰白色    5Y7/2
灰黄色    2.5Yν 2
浅黄色    25Y7/3
黄褐色    2.5Y5/4
にぶい黄掲色 10YR5/3

にぶい黄褐色 10YR5/4

褐色     10YR4/4
にぶい黄褐色 10YR4/3

にぶい黄褐色 10YR5胸

にぶい黄褐色 10YR5/3
にぶい黄色  25Y6/3
にぶい黄掲色 10YR4/3
にぶい黄掲色 10YR73
灰黄褐色   10YR5/2
にぶい黄橙色 10YR6翔

にぶい黄褐色 10YR5/4
灰黄掲色   10YR5/2
にぶい黄褐色 10YR4/3

にぶい黄褐色 10YR5/3

灰黄掲色   10YR5/2
にぶい黄色  2.5Y6/4

黄褐色    10YR5/6
にぶい褐色  7.5YR5/4

黄褐色    25Y5/5
にぶい掲色  7.5YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

にぶい黄褐色 10YR5/3

第512図 SA1004平・断面図 (S=1/80)

掘立柱建物跡 (SA1005)

位置 Loc,D2・ δⅡ・ef14 床面積 17.0♂ 主軸方向 N13① ―W

柱穴 10基 (径30～ 70cm、 深さ10～45cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 4層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

28 灰黄掲色   10YR5/2 粘性砂質土 (マ シガンを含む。)
29 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土
30 にぶい掲色  7 5YR5/4 粘性砂質土 (マンガンを含む。)
31 にぶい黄帽色 10YR5/3 粘性砂質土 (マ ンガンを少量合む。)
32 にぶい黄褐色 10YR5/4 猫性砂質土 (砂質がlaい。マンガンを含む。)
33 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを合む。)
34 黄掲色    25Y5/3 粘性砂質土 (砂質が強い。マンガンを合む。)
35 にぶい黄色  2.5Y6/3 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。炭化物を微量含む。)
36 にぶい黄褐色 10YR6/4 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物、小礫を合む。)
37 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物、小礫を合む。)
38 黄掲色    10YR5/3 柏性砂質土 (粘性が強い。マンガン、鉄分を微量含む。上器粒を合む。)
39 にぶい黄褐色 10YR5海  粘性砂質土 (粘性が強い。土器粒、小礫を合む。)
40 灰黄掲色   10YR5/2 粘性砂質土 (粘性が強い。マンガンを微量含む。小礫を含む。)
41 暗灰黄色   25Y5/2 粘性砂質土 (粘性が強い。マンガンを微量含む。土器粒を含む。)
42 黄褐色    2.5Y5/4 粘性砂質土 (粒子が細かしちマンガンを多量に合む。)
43 にぶい黄色  2 5Yν 3 柏性砂質土 (マ シガンを合む。)
44 黄褐色    2.5Y5胸  粘性砂質土 (鉄分を合む。)
45 黄掲色    25Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガン、鉄分を含む。)
46 にぶい黄色  2.5Y6/4 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物を微量含む。)
47 黄褐色    25Y5/4 粘性砂質土 (マ ンガンを含む。にぶい黄色粘性砂質土を合む。)
48 黄褐色    2.5Yツ 4 粘性砂質土 (マ ンガン、炭化物、小礫を合む。)
49 黄褐色    25Y5海  粘性砂質土 (粒子が細かい。マンガンを含む。炭化物を微量合む。)
50 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (マ ンガン、鉄分を合む。黒褐色粘性砂質上を一部合む。)
51 黄褐色    25Y5/3 粘性砂質土 (マ ンガン、小礫を合む。暗灰黄色柄性砂質土を一言I合む。)
52 灰オリーブ色 5Y6/2  粘性砂質土 (マ ンガンを合む。)
53 唯灰黄色   2.5Y72 粘性砂質土 (マ ンガンを合む。暗褐色粘性砂質土を一部合む。)
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第515図 SA1006平面図 (S=1/80)

器片、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 230cm  最小 170cm  梁間 230cm  桁行 密Ocm

遺物出土状況 土器片が出土している。図示できる遺物は3点で、EP lか ら甕 。杯の 2点、EP2か ら

杯が 1点出上している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考  1間 ×4間の規模をもつ。SA1004と 重複する。柱穴の切り合いから先後関係は SA1005→SA1004

となる。

掘立柱建物跡 (SA1006)

位置 Loc.D2・ δⅡ・efg14～ 17   床面積 81.6♂   主軸方向 N-77° 一E

柱穴 20基 (径25～ 80cm、 深さ40～ 90cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 18層 に分かれ、責褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物、根石と考えられる石などを含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 300cm  最小 230cm  梁間 810cm  桁行 1000cm

遺物出土状況 土器片が出上している。図示できる遺物は17点で、EP lか ら杯 2点、EP 2か ら土師器

ｍ
ｌ
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L=930m

21 2223

ｍ

ｍ一ｃ

ｍ

蜘一Ｅ

1 暗灰 責 色
2 灰 責 色
3 におミい責色
4 暗灰 責 色
5 にぶ い多奇色
6 黄掲 色
7 責掲 色
8  にぶ い黄 色
9 責褐 色
10 `こ おミい黄 色
11 灰 オ リー ブ色
12 灰 責 色
13 にぶ い責 掲 色
14 暗灰 黄 色
15 黄 掲 色
16 オ リー ブ褐 色
17 浅 黄 色
18 1こ ぶ い責 色
19 黄掲 色
20 責褐 色
21 責褐 色
22 オ リー ブ責 色
23 オ リー ブ掲 色
24 責 掲 色
25  1こ ,ゞ しヽづξモヨ

26 灰 責褐 色
27 明責 褐 色
28 1こ らミぃ責 色
29 費掲 色
30 暗灰 費 色
31 責 掲 色
32 にぶ い号専掲 色
33 明黄掲 色
34 黄灰 色
35 灰 黄色
36灰 オ リー ブ色
37 灰 色
38 灰 オ リー ブ色
39 黄 褐 色
40 責 掲 色

2 5Y4/2  *占 半と石少写写
=L2.5Y6/2 粘′隆砂質土

2.5Y6/3 粘性砂質土
2.5Y5/2 粘′陛砂質土
2.5Y6/4 粘性砂質土
2.5Y5/3  米占4生石少婆葺二L
2.5Y5/4 粘性砂質土
2.5Y6/3  *占 半生五少FミニL
2.5Y5/3  *占 ′4石少F写三L
2.5Y6/3 粘′性砂質土
5Y6/2  粘′性砂質土
2.5Y6/2 粘′性砂質土
10YR5/4 粘I性砂質土
2.5Y5/2  1少 ξtt■
10YR5/6 粘性砂質土
2 5Y4/6  粘↑生石少質土
2.5Y7/3 砂質土
2.5Y6/4  砂質土
2.5Y5/4 粘性砂質土
2.5Y5/4 粘性砂質土
2.5Y5/3 粘性砂質土
5Y6/3   粘1生砂質土
2.5Y4/4 粘性砂質土
2.5Y5/3 1少質土
2.5Y6/4 粘性砂質土
10YR5/2 粘質土
2.5Y6/6 粘性砂質土
2.5Y6/4 粘性砂質土
2.5Y5/3 粘質土
2.5Y4/2 粘質土
2.5Y5/3 *占 質土
2.5Y6/4  粘↑生砂質土
2.5Y6/6 粘性砂質土
2.5Y6/1   *占 中生五少Fq二L
2.5Y6/2 粘性砂質土
5Y6/2  粘性砂質土
5Y6/1  粘性砂質土
5Y5/2  粘性砂質土
2.5Y5/3 粘性砂質土
2.5Y5/3 粘質土

マ ンガ ン、炭化 物 、土器 片 を合 む。)
マ ンガ ン、土器 片 を少量合 む。炭 化 物 を含 む。)
マ ンガ ン を含 む。〉
マ ンガ ン、炭化 物 を少 量合 む。)
マ ンガ ン を含 む。)
マ ンガ ン を含 む。)
マ ンガ ン を含 む。)

粒子 が細 かい。 マ ンガ ン を含 む。)
砂質 が強 い。 マ ンガ ン、炭化 物 を含 む。)
マ ンガ ン を多量 に含 む。炭化 物 を少量合 む。)
マ ンガ ン を少量含 む。)
マ ンガ ン を多量 に含 む。灰 オ リー ブ色粘′性砂 質土 を一部含 む。)
マ ンガ ン を含 む。)
マ ンガ ン、炭化 物 、土器 片 、小礫 を含 む。)
マ ンガ ン、炭 化物 を少量含 む。)
マ ンガ ン を少量含 む。)
マ ンガ ン、土器 片 、小 石 を含 む。)
マ ンガ ン、炭化 物 を含 む。)

砂 質 が強 い。 マ ンガ ン を少量合 む。)
(粘′性が強 い。 マ ンガ ン を少量合 む。)
(粘′性が強 い。 マ ンガ ン を含 む。)

(マ ンガ ン を多量 に合 む。黄掲 色粘性 砂 質土 を一 部含 む。)
(砂質 が強 い。)
(マ ンガ ン を多量 に合 む。浅 責 色砂 質土 を一部合 む。)
(し ま りが ある。 マ ンガ ン を微 量合 む。)
(炭化 物 、土器 粒 を含 む。)
(粒子 が語日かい。 マ ンガ ン を合 む。炭 化物 、鉄 分 を微 量含 む。)
(粒子 が細 かい。 マ ンガ ン、土器 片 を含 む。炭化 物 を微 量含 む。)
(マ ンガ ン を少量含 む。)

(マ ンガ ン、炭化 物 を少量含 む。)

(粘′性がや や弱 い。 マ ンガ ン を少量含 む。)
(粒子 が細 か く、粘性 が弱 い。 マ ンガ ン、炭化物 、鉄 分 を含 む。)
(粒子 が細 かい。 マ ンガ ン を多 量 に含 む。)
(マ ンガ ン を少量含 む。)

(砂質 が強 い。 マ ンガ ン を多量 に含 む。)
(マ ンガ ン を少量含 む。)

(マ ンガ ン を多量 に合 む。)

(マ ンガ ン を含 む。)

(マ ンガ ン、炭化 物 、土器 片 、石 を含 む。)

(マ ンガ ン、鉄 分 を多量 に含 む。土器 片 を合 む。 にぶ い黄 色 粘性 砂 質 上 を含 む。)

第516図 SA1006断面図 (S=1/80)
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第517図 SA1006出 土土器

杯 1点、EP3か ら土師器皿 。緑釉陶器杯の 3点、EP 4か ら土師器甕 。杯・皿・黒色土器椀の 6点、EP

5から土師器杯 1点、EP 6か ら黒色土器椀 1点、EP 7か ら土師器杯 2点、EP8か ら管状土錘 1点であ

る。

時期 古代 (平安時代 (9世紀後半))である。

備考 3間 X4間の規模をもつ。SA1004と 重複する。柱穴の切り合いから先後関係は SA1004→SA1006

となる。

掘立柱建物跡 (SA1007)

位置 Loc.D2・ δⅡ・bcd12～ 13   床面積 40。 1♂   主軸方向 N12° ―W

柱穴 12基 (径45～ 140cm、 深さ20～ 105cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 23層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、え化物、焼土、根石と考えられる石などを含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 260cm  最小 190cm  梁間 480cm  桁行 840cm
遺物出土状況 土器片と石器が出土している。図示できる遺物は土器16点 と石器 1点で、EP lか ら平

瓦 1点、EP2か ら土師器皿 2点、EP 3か ら土師器皿 1点、EP 4か ら土師器篭 1点、EP 5か ら須恵器

甕、EP6か ら須恵器杯 。土師器杯 。皿の 7点、EP 7か ら土師器杯 1点 と凹石 1点、EP 8か ら土師器杯

1点、EP 9か ら土師器皿 1点である。EP 7出上の凹石は柱の根石と考えられる。

時期 古代 (奈良時代 (8世紀後半))である。

備考 2× 4間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1008)

位置 Loc,D2・ ぃ Ⅱ・ta12～13   床面積 15,8r   主軸方向 N-16° 一W
柱穴 8基 (径30～ 70cm、 深さ30～ 50cm)
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S545

第520図 SA1007出 土石器

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～■層に分かれ、責褐色系の粘性砂質上を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物、根石と考えられる石を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 320cm  最小 130cm  梁間 330cm  桁行 480cm
遺物出土状況 土器片数点が出土しているが、図示できる遺物は出上していない。
時期 古代 (平安時代)である。

備考 1間×3間の規模をもつ。
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l           l

1 にぶい黄掲色 10YR5/4
2 にぶい責掲色 10YR5/4
3 にぶい黄褐色 10YR4/3
4 にぶい黄掲色 10YR5/4
5 にぶい黄褐色 10YR4/3
6 責褐色    2.5Y5/4
7 にぶい黄褐色 10YR5/4
8 黄褐色    2.5Y5/4
9 掲色     10YR4/4
10 黄掲色    2.5Y5/3
11 にぶい黄褐色 10YR5/3
12 灰責色    2.5Y6/2
13 にぶい黄褐色 10YR4/3
14 オリーブ掲色 2.5Y4/4
15 オリーブ褐色 2.5Y4/4
16 責掲色    2.5Y5/4
17 にぶい責掲色 10YR4/3
18 にぶい黄色  2.5Y6/3
19 暗灰責色   2.5Y5/2
20 黄掲色     2.5Y5/3
21 責掲色    10YR5/4
22 にぶい黄掲色 10YR4/3
23 にぶい黄掲色 10YR5/4
24 掲色     10YR4/4
25 にぶい黄掲色 10YR4/3
26 黄褐色    2.5Y5/3
27 黄掲色    2.5Y5/3
23 にぶい責掲色 10YR5/4
29 にぶい黄褐色 10YR5/4
30 にぶい黄褐色 10YR4/3

(マ ンガン、炭化物、土器粒、石を含む。)

(マ ンガン、土器粒を含む。)
(マ ンガン、土器粒を含む。小礫を少量含む。)

(砂質が強い。マンガンを少量合む。)

(マ ンガンを含む。)
(マ ンガン、土器粒、小礫を含む。)

(マ ンガンを含む。)
(マ ンガン、炭化物を含む。)
(マ ンガンを少量合む。)
(砂質が強い。マンガンを少量含む。)
(マ ンガンを少量含む。土器片、礫を含む。)

(砂質が強い。マンガンを多量に含む。礫層。)

(マ ンガン、炭化物、土器片、礫を含む。)

(マ ンガン、炭化物を少量含む。礫を多量に合む。)

(砂質が強い。マンガンを少量含む。)

(砂質が強い。マンガンを少量含む。)
(粘性がやや強い。マンガン、炭化物、礫を含む。)

(粒子が細かい。マンガンを多量に合む。)

(砂質が強い。マンガンを多量に合む。)

(マ ンガンを多量に含む。)
(しまりがある。マンガン、礫を合む。)

(粘性が強い。マンガン、土器粒を含む。)

(マ ンガン、炭化物、小礫を含む。)

(マ ンガンを少量含む。)
(マ ンガンを含む。)
(マ ンガンを含む。)
(粘性が強い。マンガンを少量含む。)
(粘性が弱い。マンガン、炭化物、礫を含む。)

(粘性が弱い。マンガン、炭化物を含む。)

(マ ンガン、炭化物を含む。)

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粕性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粕性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

砂質上

粘性砂質土

砂質土

粘性砂質土

粕性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

粘性砂質土

第521図 SA1008平・断面図 (S=1/80)
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粘性砂質上 鉛資が強い。マンガンセ韓量に含むよ)
釉性砂質土 (絡性が強い。鋭外を含およ〉
猫性秒質上 (粘性が強い。マンガンを微量に含むp
粘権砂買土 (油性が強いとマンガンを含む。鉄分を微量

粕性ゆ買土 的性ドやや強い。)
粕悔砂質土 (マンガレ、炭化物セ合むもにぶい資自熟性

鬱

⑬

⑬

③

・◇

絲I域継IM
黄褐ヨ    45Y5/3
オリ■ブ褐色 45Y4/3
魏     分D偽/4
オリーブ掲色 2.5Y4/3
オリーブ褐色 25Y4/4
1にぶい責色  25Y6/4
にぶい費褐色 10YR5/4

1郎解
絲v離 1躙
拝ぶい資縛魯 10YR5/4

にヽ |｀黄褐魯 10YR5/4
難     26Y5/4
オリ=ブ費色 .6YS/8
にぶい責色  2.6Y6/3
.費褐色-   25YS/4

今ヨ浮!な報
密絆経 な認
30 にがい資色 a5Y6/3
31 に番い黄色 25Y6/4
321衰脅色   2,5Y6/4
33鶏色   215Y5/3

盈 期
費褐色   -2.5Y3/3
魏 ―   ,.5Y5/4

費褐色   2,SYS/4
灰費色1   2.5Y6/2
にがい資色  2.るY7〕

髄雛鶏
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舛
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砂露上を少畳含むt,          34-編 色    10YR4/4
10YR4/4麟 土 (ヤンガン、と器社を含む1)      35綿 色   25Y5/3
10YR5/6 糟鰈 土 (マンオンを含む1)          36 オリー謝胤ζ 2.5Y4/4
46Y3/4精 4Lb難

竪 鞠 継 恙許
を鉗 。疇 粕鱒 伊 灰範  .為 確

含むょ)

1第522図 SA10∞平|。 断面図 lS=1/80)

黄色粕性砂質土t少露含む1)
粘性砂質上 (マンガンを機登含む♪|
粕陣砂質土 (粕性が強い。マンガンを含む♪

雑維 糊 漁
t留覇敷基片を

朧 戯 菱 麹 解 鐵 牌
離 給 お0

硝樫薩 土 (マンオンを筵 に含む♪
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掘立柱建物跡 (SA1009)

位置 Loc.D2・ δⅡ・bc16～17   床面積 24.2r   主軸方向 N-8° ―W

桂穴 12基 (径40～ 125cm、 深さ40～ 70cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに3～■層に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、え化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 200cm  最小 130cm  梁間 390cm  桁行 620cm

遺物出土状況 土器片数点が出上しているが、図示できる遺物は出土していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 2間 ×4間の規模をもつ。

掘立柱建物跡 (SA1010)

位置 Loc,D2・ δ Ⅱ ocd17～ 18 床面積 10。 8ぽ   主軸方向 N-17° ―W

柱穴 6基 (径35～ 80cm、 深さ30～ 70cm)

土層 各柱穴ごとに 1～ 7層 に分かれる。埋土は黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では

土器片、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 260cm  最小 190cm  梁間 230cm  桁行 500cm
遺物出土状況 土器片数点が出土している。図示できる遺物は4点で、EPlか ら土師器杯 2点、EP 2

から土師器皿 2点が出上している。

時期 古代 (平安時代 (9世紀前半))である。

備考  1間×2間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1011)

位置 Loc.D2・ δ Ⅱ ocd13～ 15   床面積 19.2♂    主軸方向 N-79° ―E

柱穴 10基 (径30～ 70cm、 深さ30～ 50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに2～ 6層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質上を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 210cln  最小 120cm  梁間 410cm  桁行 480cm
遺物出土状況 土器片数点が出土しているが、図示できる遺物は出上していない。

時期 古代 (平安時代)である。

備考 2間 ×3間の規模をもつ。

掘立桂建物跡 (SA1012)

位置 LocoD 2・ δⅡ・cd15～16   床面積 12.0♂    主軸方向 N-13° 一W

柱穴 10基 (径30～ 110cm、 深さ15～50cm)

土層 覆土は各柱穴ごとに 1～ 4層 に分かれ、黄褐色系の粘性砂質土を主体とする。一部の柱穴では土

器片、炭化物を含む。断面観察により、柱痕が確認できるものがある。

柱穴間距離 最大 210cm  最小 100cm  梁間 210cm  桁行 580cm
遺物出土状況 土器片数点が出上しているが、図示できる遺物は出土していない。
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第523図 SA1010平・断面図 (S=1/80)
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1 費掲色    2.5Y5/3
2 費褐色   2.5Y5/4
8 責掲色    2.5Yo/3
4  資褐色      2.5V5/4
5 にない黄色  2.5Y6/3
6 オリーブ褐色 2.もVγ4
7 責掲ヨ   2,SY5/4
8 浅黄色    2i5Y7/3
9 にぶい費掲色 10YRS/4
10 にぶい煮色  2.5Y6/4
11 掲色     10YR4/4
12黄褐色    2.5Y5/4
13 にがい費色  2,5Y6/3

檻盤
~珀
聯

16 に|ぶい黄掲色 10YR5/4

19射

第524図 SA1010出土土器
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畔雰,壱参量各悪と
ガン争ぷ黎と聯 l

踵罐故勢姦:鍾発電:鋪
働

勝舞拍蕩推覇蟄籍焔纏鏡塩む∂
(マンガンを含む。)

騒籐菫と,
1葵勉i、鉾笹簑ξ郷
(マ ンガンを少量含む:Jヽ礫を含む♪

常|ヨ::悪1麓手
い

鱗舞ど夕重彗ご:胤纏塁
=部
含む0

(マ ンガンを含むP灰黄色、にがい黄色油性砂質上を一部含む。)
(マンガンを含む。)

縄麓摯聡橿み極Iポ
ンを含む0

i  にサドい争寺追ヨ    2.5Y6/3

1藝 ユ懃
―

5 にぶい黄色  2.5Y6/3-
6 黄褐色    ぶ5Y5/4
7 にぶい黄ョ  家5Y6/4
8 にさい黄撮色 10YR4/3
0 にぶい黄褐色 10YR5/4
10 1こらくとヽ粛モヨ  2.5Y6/3
11 黄褐色   基5Y5/4
12 にがい資色  2.5YS/4
13 費褐色    2.5Y5/3

格 鶏  多聯
16 黄褐色    2.5Y5/4
17 費褐色    2.5Y5/3
1こ  にぶしⅢ難    2.15Y6/4

駕鶏  多認
24 にぶい費色  2● 5Y6/4
22  に

'ド

しヽ消α進ヨ    2.5Y6/4

霧 E裁 箋ヽ 翠 挑
25 黄灰色    215Y6/1
26にぶい責色  2.5Y6/3

鋸 茫患示堅雹, 2煤伝/3
29 にぶし`蓑褐色 10YR5/4
30 灰黄色    2.5Y6/2

丑 繁 琶
難
 多:緞

―

砂質土

麟 圭
砂質土
猫性砂質土

紹桂懲蜃圭
粘性砂質上
猫性秒質土

館羅念豊上
粕性砂査土
粘性砂質土

籍桂慾詈圭
粘性砂質■
粘性砂質土
箔性砂質土
猫性砂質土

籍桂畝憂圭
粘機砂質土
精世砂質土
粕性砂質土
粘性砂質土
粘悼砂寮土

雑桂懲憂圭
粕性砂質上
約い砂質上

鞭権懲暮圭

第525回 SA1011平・断面図 (S=1/80)
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剣
帽
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ー
鈎

Ｖ

一

い
④

⑬

市囲
QI 緒

1 灰費色
2 鍛 色
3 灰オリーブ色
4 にぶい黄色
こ 費褐色
6 にぶい黄色
7 にぶい費色
8 にぶい黄色
9 にぶぃ費色
10 黄撮色
11黄褐色―
12 にぶい責色
13黄掲色
14 にぶ,ヽ黄色
15 にぶい黄色
161灰黄色
17 黄褐色

2..5Y6/2 粘性砂質土 (マシガレ、小石を合■,炭TBMを少1量含む,)
?:5Y5/3 粘性砂質土

鞠罐麟矮争藝艶
食R鱗 ―鰯憂圭t尋笠雰とを警籍含

むo
2.5Y5/3 粕惟砂質土 (マンガーンを含む。)
2.5Y5/4-砂質土  (マンガーンを合むど)

錮騒隷露萎1断舞とこ騨軽褻亨ンル樋調
食:帯魂1繋訥質土縄章鴛家よ:写努ユ逮懲 端`

粒給的
2.5Y5/4 粘性砂貰土 (マンガーン_炭TEM、 小石を含むよ)

第526図 SA1012平 i断面図 (S-1/80)

0           2m
l          I

間×4間あるいは 1間×5間の規模をもつ。

時期 吉代 (平安時代)である。
備考 一部未検出の柱穴が存在する可能1性がある。 1

―- 365-―


